
 

八
月
二
十
五
日(

月)

に
二
学
期
始
業
式
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
式
で

の
各
学
年
代
表
挨
拶
を
紹
介
し
ま
す
。(

紙
面
の
都
合
上
要
約
し
て
い
ま
す) 

一
年
四
組 

関
口
花
音
さ
ん 

「
知
」
で
は
提
出
物
を
期
限
内
に
提
出
で
き
な
い
人
が
多
か
っ
た
の

で
、
お
互
い
に
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
が
責
任
感
を
し
っ
か

り
持
っ
て
改
善
し
て
い
き
ま
す
。
「
徳
」
で
は
言
葉
遣
い
が
課
題
に
な

っ
て
お
り
、
言
葉
が
相
手
に
与
え
る
影
響
を
考
え
、
言
葉
を
選
ぶ
大
切

さ
を
改
め
て
考
え
て
い
き
ま
す
。
「
体
」
で
は
体
調
不
良
を
防
ぐ
た
め

に
こ
ま
め
な
水
分
補
給
や
早
寝
早
起
き
を
し
、
体
調
や
時
間
を
管
理
し

て
行
動
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
心
を
一

つ
に
団
結
し
、
精
一
杯
力
を
発
揮
し
た
い
で
す
。 

二
年
二
組 

古
賀
咲
羽
さ
ん 

「
知
」
に
つ
い
て
は
一
学
期
に
テ
ス
ト
で
満
足
の
い
く
点
数
・
勉
強

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
二
学
期
は
授
業
の
予
習
・
復
習

を
心
掛
け
た
い
で
す
。
「
徳
」
で
は
友
だ
ち
関
係
で
相
手
の
立
場
に
立

っ
て
物
事
を
考
え
、
相
手
を
尊
重
し
て
接
し
て
い
き
た
い
で
す
。
「
体
」

で
は
部
活
動
な
ど
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
も
早
寝
早
起
き
を
心
掛
け
、

体
調
管
理
を
し
っ
か
り
と
行
い
た
い
で
す
。 

三
年
四
組 

金
城
彰
冶
さ
ん 

「
知
」
で
は
授
業
中
の
居
眠
り
や
私
語
が
減
り
、
受
験
に
向
か
っ
て

い
る
姿
は
三
年
の
良
い
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
苦
手
な
教
科
の
教
え
合
い

や
夢
に
つ
い
て
語
る
こ
と
、
ま
た
進
路
に
つ
い
て
の
悩
み
の
共
有
も
し

て
い
ま
す
。
「
徳
」
で
は
遅
刻
や
身
な
り
の
整
っ
て
い
な
い
人
が
お
り
、

後
輩
の
お
手
本
に
な
れ
る
よ
う
、
見
直
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
な
ど
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
三
年
生
の
ク
ラ
ス
や
学
年
の

団
結
力
を
見
せ
た
い
で
す
。
「
体
」
で
は
三
年
生
は
体
力
勝
負
が
続
く

の
で
、
体
調
管
理
を
し
な
が
ら
受
験
に
向
か
い
た
い
で
す
。 

生
徒
会
代
表 

渡
久
地
杏
実
さ
ん 

一
学
期
は
校
長
先
生
の
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
の
提
案
に
生
徒
会

が
参
画
し
て
安
心
・
充
実
・
挑
戦
の
取
り
組
み
を
生
徒
総
会
で
採
択
し
、

チ
ー
ム
西
崎
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
二
学
期
は
安
心(

い

じ
め
防
止
宣
言
の
取
り
組
み)

、
充
実(

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
学
級
の

協
力)

、
挑
戦(

自
分
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
こ
と
に
挑
む)

を
目
指
し

て
二
学
期
は
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
十
二
月
六
日
の
四
十

周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
す
。
四
十
周
年
の
節
目(

お
祝
い)

を
生
徒

と
し
て
力
を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

教
職
員
視
点
の
魅
力
あ
る
学
校
と
は
？ 

～
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
校
内
研
修
～ 

 

八
月
二
十
二
日(

金)

、
校
内
研
修
の
一
環
で
「
教

職
員
視
点
の
魅
力
あ
る
西
中
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
策

定
し
ま
し
た
。
教
職
員
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
西
中
と

は
？
に
つ 

い
て
全
職 

員
で
熱
く 

語
り
合
い 

ま
し
た
。 

そ
の
内
容 

の
合
意
形 

成
を
図
り
、 

下
記
の
通 

り
、
決
定 

し
ま
し
た
。 

瞳
キ
ラ
キ
ラ
、
教
員
の
卵
た
ち
！ 

～
教
育
実
習
生
受
け
入
れ
～ 

八
月
二
十
五
日(

月)

か
ら
九
月
十
六
日

(

火)

ま
で
の
三
週
間
、
本
校
出
身(

三
十
二
期

生)

の
教
育
実
習
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

実
習
生
は
玉
城
太
朗
さ
ん(

数
学)

、
大
城
凡 

渚
さ
ん(

英
語)

、
大
城
正
悟
さ
ん(

美
術)

、

大
田
理
菜
子
さ
ん(

 

美
術)

の
四
名
で
教
職 

に
関
す
る
経
験
と
知 

識
を
積
み
上
げ
て
い 

ま
す
。
生
徒
の
皆
さ 

ん
と
た
く
さ
ん
関
わ 

っ
て
、
良
き
思
い
出 

を
つ
く
っ
て
く
だ
さ 

い
ね
。 

学校だより「威風堂々」        第１７号           ８月２９日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西崎中学校 

校長 宮城 義隆 

活
気
溢
れ
る
八
十
二
日
が
開
幕
！ 

～
二
学
期
始
業
式
～ 

 
 

２学期(８２日)をどう過ごすのか！? 
３７日間の夏休みが終了し、ひっそりとしてい

た学校に生徒たちの笑顔と共に活気が戻ってき
た。生徒に聞くと「家族とＢＢＱをしたよ～」「鬼
滅、観に行ってめっちゃ楽しかった～」「塾ばっ
かりであんまり遊べなかった～」「宿題多すぎ
～」など悲喜こもごもの夏休みの思い出を語って
くれた。私の思い出はというと可愛い、可愛い孫
ちゃんと過ごした時間だ。ちゃんと「じぃじぃ」
と言えるし、「ピース✌」も世界一上手だし、一
緒にいるだけで最高に癒されたのだ。 

さて、最も長く、様々な行事が開催される２学
期がスタートしたが、どのように過ごしていくの
か？私は始業式の中で、「安心・充実・挑戦」を
高めるための具体的なアクションプランを提案
した。例えば１学期に評価△とした「安心」を改
善するために 

〇笑顔で「おはよう！」 

〇他愛のないおしゃべり 

〇失敗オッケー、違っててオッケー 

〇きつそう、大丈夫？ 

〇それって、やりすぎじゃん！(じゃれ合いから  

いじめになりそうなときなど…) 

大した取り組みではないが、生徒同士がこのよ
うな会話を日常的に交わすことで学級が居心地
の良い場所になり、それが安心感の高まりに繋が
っていくのではないかと考えている… 

２学期は合唱コンクールや西中祭など、生徒が
主体的に取り組み、学級の団結や級友との絆を深
める行事が開催される。生徒諸君よ!!みんなで力
を合わせ、これらの行事を大成功させようではあ
りませんか！！ 

すべての生徒・職員が安心・充実・挑戦している学校をめざして 

校長の独り言⑰ 

〇安心…気軽に相談できる「横の 
      連携」がとれる学校 
〇充実…「自己研鑽」と「ゆとり」の 
      確保ができる学校 
〇挑戦…３Ｓ(Support・Ｓｔｕｄｙ・ 
      Ｓｐａｃｅ)のある学校 


